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1.将来推計の方法 

1）推計方法 

 ごみ排出量等の推計を行う際の推計方法の考え方を表 1 に示します。この中から最適な

推計方法を選択します。 

 

表 1 推計方法の考え方 

 

推計方法 考え方 

推計式より選択 

（5 方法） 

 

 5 つのトレンド法の中から、最も実績値の傾向を反

映していると判断できる推計式を採用します。 

一 次：ｙ＝ａ・ⅹ＋ｂ 

指 数：ｙ＝ａ・exp(ｂ・ｘ) 

べき乗：ｙ＝ａ・Ｘｂ 

対 数：ｙ＝ａ・ln（ｘ）＋ｂ 

二 次：y＝ａ・Ｘ2＋ｂ ・ ｘ＋ｃ 

ｘ：年度、ｙ：指定年度の推計値、a、b、ｃ：係数 

 推計式は、推計値が最新年の実績と整合するよ

うに補正します。 

推計結果の平均  実績値の傾向を反映していると判断できる推計

式が複数ある場合、それぞれの推計結果を平

均した値を採用します。その際、実績値の傾向

とかけはなれた推計式は除外します。 

 推計式は、推計値が最新年の実績と整合するよ

うに補正します。 

実績の平均  多少の変動はあるものの概ね横ばい傾向で推

移しており、推計結果の平均等では実績値を反

映して推計できない場合に採用します。 

指 定 年  過去の実績がない、あるいは将来的な推計にお

いて参考とならない場合に採用します。 

 参考となる実績が無い場合は、類似事例を参考

に値を設定します。 

ｘ
年度

ｙ

人
口
な
ど

実績値の傾向を
反映していると判断
できる推計式

（実績） （推計）

ｘ
年度

ｙ
人
口
な
ど

実績値を反映する
複数の式の推計結果

の平均

（実績） （推計）

実績値の傾向とか
け離れた推計式

ｘ
年度

ｙ

人
口
な
ど

（実績） （推計）

５方法では過大、
または過少となる。

ｘ
年度

ｙ

人
口
な
ど

（実績） （推計）

一 次 

指 数 

べ き 乗 

対 数 

二 次 
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2.人口の推計 

1) 人口の推計方法 

 人口の推計には、以下の方法があります。本計画の推計人口は、各方法の推計値を比較

することで決定しました。 

 

[推計方法] 

① 実績推移に基づいて推計する（各種推計式による推計結果の平均値）。 

② 国立社会保障人口問題研究所で使われている推計人口を採用する。 

③ 上位計画（総合計画など）で使われている推計人口を採用する。 

 

2) 実績推移に基づいた推計について 

実績推移に基づいて推計する方法としては、表 に示す各種推計式により計算するトレ

ンド法を用います。各種推計式には「ごみ処理施設構造指針解説」（昭和 53 年 10 月（社）

全国都市清掃会議）で挙げられている式（一次、二次、指数、べき乗、ロジスティック）

や対数式等があります。 

本検討では、一次、指数、べき乗、対数式、二次式の 5式による推計結果の平均値を用

います。ロジスティック式は、いずれ飽和状態に達することが予測されている場合に用い

る推計式であり、人口実績が減少傾向にある喜界町の人口推計には適さないと判断したた

め、採用していません。各種推計式による推計結果を次ページに示します。 

 

表 2 算出に用いた推計式の概要 

推計式 基本式 特 性 

①一次 Ｙ＝ａＸ＋ｂ 
直線値を示す推計式。過去の実績の傾向をそのまま

反映した推計結果（直線）となる。 

②指数 Ｙ＝ａ×exp(ｂＸ) 
指数を用いた推計式。過去のデータが等比級数的な

傾向の時にあてはめの結果が良いと言われている。 

③べき乗 Ｙ＝ａＸｂ 
曲線を示す推計式。比較的あてはまりが良く、多く

の都市の人口推定に適用できると言われている。 

④対数 Ｙ＝ａ×ln（Ｘ）＋ｂ 
対数を用いた推計式。推計結果は曲線を示し、年次

とともに、緩やかに変化する。 

⑤二次 Ｙ＝ａＸ2＋ｂＸ＋ｃ 
放物線状のグラフとなる式。過去の実績傾向が極端

に大きくなる。 
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表 3 各種推計式による推計結果 

 
図 1 各種推計式による推計結果  

一次 指数 べき乗 対数 二次 平均 採用値

2010 H22 8,181 － － － － － － 8,181

2011 H23 8,063 － － － － － － 8,063

2012 H24 7,802 － － － － － － 7,802

2013 H25 7,656 － － － － － － 7,656

2014 H26 7,524 － － － － － － 7,524

2015 H27 7,375 － － － － － － 7,375

2016 H28 7,268 － － － － － － 7,268

2017 H29 7,120 － － － － － － 7,120

2018 H30 6,976 － － － － － － 6,976

2019 R1 6,879 － － － － － － 6,879

2020 R2 － 6,733 6,746 6,783 6,773 6,776 6,762 6,762

2021 R3 － 6,586 6,617 6,694 6,672 6,683 6,650 6,650

2022 R4 － 6,439 6,489 6,608 6,576 6,598 6,542 6,542

2023 R5 － 6,292 6,365 6,528 6,485 6,522 6,438 6,438

2024 R6 － 6,146 6,242 6,452 6,397 6,454 6,338 6,338

2025 R7 － 5,998 6,121 6,381 6,314 6,395 6,242 6,242

2026 R8 － 5,851 6,004 6,313 6,233 6,345 6,149 6,149

2027 R9 － 5,704 5,888 6,248 6,155 6,304 6,060 6,060

2028 R10 － 5,558 5,775 6,185 6,081 6,271 5,974 5,974

2029 R11 － 5,411 5,663 6,126 6,008 6,247 5,891 5,891

2030 R12 － 5,264 5,555 6,069 5,938 6,232 5,812 5,812

2031 R13 － 5,117 5,447 6,016 5,871 6,225 5,735 5,735

2032 R14 － 4,971 5,343 5,963 5,805 6,227 5,662 5,662

2033 R15 － 4,824 5,240 5,913 5,742 6,238 5,591 5,591

2034 R16 － 4,677 5,139 5,865 5,680 6,258 5,524 5,524

2035 R17 － 4,530 5,040 5,818 5,621 6,286 5,459 5,459

二　次 Ｙ＝ａＸ2＋ｂＸ＋ｃ 4.3541 -272.2360 10,480.1544

－

対　数 Ｙ＝ａ×ln(Ｘ)＋ｂ -2,058.2193 12,970.3515 －

べき乗 Ｙ＝ａＸ
ｂ 15,606.6275 -0.27769

一　次 Ｙ＝ａＸ＋ｂ -143.7262 9,577.8769 －

指　数 Ｙ＝ａ×exp(ｂＸ) 9,877.3628 -0.0192 －

年度 実績
推計式

推計式 基本式 ａ ｂ ｃ
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3) 国立社会保障・人口問題研究所 

国立社会保障・人口問題研究所の推計値は、平成 27 年度国勢調査人口を基に、平成 29

年 4 月に推計された人口で、コーホート要因法により算出された推計人口です。コーホー

ト要因法とは、自然増減（出生と死亡）及び純移動（転出入）という二つの人口変動要因

について将来値を仮定し、それに基づいて将来人口を推計する方法です。以下に推計値を

示します。 

 

表 4 国立社会保障・人口問題研究所の推計値 

自治体 (年度) 
2020 2025 2030 2035 

R2 R7 R12 R17 

喜界町 (人) 6,772 6,365 5,973 5,576 

 

 

4) 上位計画 

喜界町人口ビジョン（改訂版）(令和元年度)では、表 のとおり推計人口が設定されて

います。喜界町人口ビジョンでは、「国立社会保障・人口問題研究所」の推計を基に、20

歳以上の生産年齢層の人口増や移動率の維持を見込んでいます。 

なお、「第 2 期喜界町まち・ひと・しごと創生 総合戦略 令和元年度」においても、同

様の推計人口が採用されています。 

 

表 5 関連計画の推計方法 

自治体 (年度) 
2020 2025 2030 2035 

R2 R7 R12 R17 

喜界町 (人) 6,791 6,452 6,135 5,813 
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5) 推計人口比較 

 各推計方法による行政区域内人口の比較結果は次ページに示す図 2のとおりであり、

各推計方法により、差が生じています。 

また、本計画で用いる推計人口は、以下の考察より「国立社会保障・人口問題研究所」

の推計結果が適していると考えられます。 

 

[考察] 

 人口ビジョンの目標人口は、施策による効果を見込んでいるため、実際の傾向とは異な

ると考えられる。 

 各種推計式による推計結果の平均は、令和元年度までの人口推移のみを考慮した数値で

あり、出生や転出入などの人口変動要因が考慮されていない。 

 国立社会保障・人口問題研究所は、公的な機関であり、コーホート要因法の採用により

出生や転出入などの人口変動要因について考慮されている。また、令和元年度の実績値

との乖離も見られない。 

 

 



 

 

 

6
/
1
7 

 
図 2 推計人口比較

行政区域内人口の推計値比較

実績

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

住民基本台帳3/31付、外国人人口含む (人) 8,181 8,063 7,802 7,656 7,524 7,375 7,268 7,120 6,976 6,879

国勢調査 (人) 8,169 7,212

推計

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

各種推計式 (人) 6,762 6,650 6,542 6,438 6,338 6,242 6,149 6,060 5,974 5,891 5,812 5,735 5,662 5,591 5,524 5,459

国立社会保障・人口問題研究所 (人) 6,772 6,365 5,973 5,576

喜界町人口ビジョン（改訂版）　令和元年度 (人) 6,791 6,452 6,135 5,813

採用する推計値

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

国立社会保障・人口問題研究所 (人) 6,772 6,691 6,610 6,529 6,448 6,365 6,287 6,209 6,131 6,053 5,973 5,894 5,815 5,736 5,657 5,576
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実績← →推計
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6) 採用する推計人口 

以上を踏まえ、採用する推計人口は以下のとおりとします。 

 

表 6 推計人口(採用値) 

項目 (年度) 
2020 2021 2022 2023 2024 2025 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 

国立社会保障・人口問題研究所 (人) 6,772 6,691 6,610 6,529 6,448 6,365 

        

項目 (年度) 
2026 2027 2028 2029 2030 2031 

R8 R9 R10 R11 R12 R13 

国立社会保障・人口問題研究所 (人) 6,287 6,209 6,131 6,053 5,973 5,894 

        

項目 (年度) 
2032 2033 2034 2035 

  

R14 R15 R16 R17 
  

国立社会保障・人口問題研究所 (人) 5,815 5,736 5,657 5,576 
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3.現状対策時のごみ発生量及び処理量の見込み 

1) 人口、事業所数の推計 

  人口、事業所の推計は、ごみ処理基本計画の中で推計した値とします。 

 

 

表 7 行政区域内人口の推計 

単位：人 

年 度 R2 R3 R4 R5 R6 

行政区域内人口 6,772 6,691 6,610 6,529 6,448 

      

年 度 R7 R8 R9 R10  

行政区域内人口 6,365 6,287 6,209 6,131  

 

 

表 8 事業所数の推計 

単位：事業所   

年 度 R2 R3 R4 R5 R6 

事業所数 450 450 450  450 450 

      

年 度 R7 R8 R9 R10  

事業所数 450 450 450 450  

 

 

 

2) ごみ排出量の推計 

ごみ排出原単位の実績を表 9に示します。平成 28年度までの実績値は横ばいであった

が、平成 29 年度以降は増加しています。 

平成 30 年度、令和元年度は台風災害によりごみ量が増加しているため、現状対策時の

ごみ排出原単位を平成 29年度の 1,005.8 g /人・日が継続するものとします。 

 

表 9 ごみ排出原単位の実績 

単位：ｇ/人・日  

年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

ごみ排出 

原単位 
986.2 962.5 992.2 989.4 1,005.8 1,330.6※1 1, 180.8※1 

※1：H30、R1 は、台風災害によりごみ量が増加している。  
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表 10 ごみ排出原単位の推計結果（現状対策時） 

単位：ｇ/人・日 

年 度 R2 R3 R4 R5 R6 

ごみ排出原単位 1,005.8 1,005.8 1,005.8 1,005.8 1,005.8 

      

年 度 R7 R8 R9 R10  

ごみ排出原単位 1,005.8 1,005.8 1,005.8 1,005.8  

 

 

 

3) 再生利用量の推計 

資源ごみ（無色ガラス、茶色ガラス、その他ガラス、ペットボトル、スチール、アルミ、

ダンボール）の再生利用量原単位の実績及び燃えないごみ、粗大ごみからの金属等（金属

類（缶類除く）、その他（小型家電等））回収・再生利用量原単位の実績を表 11 に示しま

す。 

平成 30 年度、令和元年度に金属類（缶類除く）が大幅に増加しています。大半は、平

成 30 年度の台風災害で粗大ごみ置場に持ち込まれたトタンの再生利用です。そのため、

金属類（缶類除く）の現状対策時の再生利用量原単位は平成 29年度の 12.8 g /人・日が

継続するものとします。 

その他の項目については、令和元年度の再生利用原単位が継続するものとします。 

 

表 11 再生利用量原単位の実績 

単位：ｇ/人・日 

年 度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 

無色ガラス 9.6 3.6 9.0 6.9 7.8 7.6 10.5 

茶色ガラス 17.2 18.8 18.5 14.9 15.5 13.2 11.3 

その他ガラス 3.0 8.1 3.7 3.6 7.5 3.6 3.3 

ペットボトル 10.7 8.0 9.5 11.5 12.3 9.1 15.7 

スチール缶 17.5 18.8 13.9 11.2 14.3 12.3 12.0 

アルミ缶 8.3 9.6 9.8 9.2 10.8 9.2 9.2 

ダンボール － － － － － － 62.2 

金属類(缶類除く) － － － 15.5 12.8 69.4 67.1 

その他(小型家電等) － － － 8.9 11.9 12.1 12.4 
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表 12 再生利用量原単位の推計結果（現状対策時） 

単位：ｇ/人・日    

年 度 R2 R3 R4 R5 R6 

無色ガラス 10.5 10.5 10.5 10.5 10.5 

茶色ガラス 11.3 11.3 11.3 11.3 11.3 

その他ガラス 3.3 3.3 3.3 3.3 3.3 

ペットボトル 15.7 15.7 15.7 15.7 15.7 

スチール缶 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 

アルミ缶 9.2 9.2 9.2 9.2 9.2 

ダンボール 62.2 62.2 62.2 62.2 62.2 

金属類(缶類除く) 12.8 12.8 12.8 12.8 12.8 

その他(小型家電等) 12.4 12.4 12.4 12.4 12.4 

      

年 度 R7 R8 R9 R10  

無色ガラス 10.5 10.5 10.5 10.5  

茶色ガラス 11.3 11.3 11.3 11.3  

その他ガラス 3.3 3.3 3.3 3.3  

ペットボトル 15.7 15.7 15.7 15.7  

スチール缶 12.0 12.0 12.0 12.0  

アルミ缶 9.2 9.2 9.2 9.2  

ダンボール 62.2 62.2 62.2 62.2  

金属類(缶類除く) 12.8 12.8 12.8 12.8  

その他(小型家電等) 12.4 12.4 12.4 12.4  
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4) ごみ区分別排出量の推計 

ごみ区分別の排出量については、平成 29 年度実績値をもとに算出しました（平成 30年

度、令和元年度は台風災害の影響でごみ量が増加しているため）（資源ごみについては、

令和元年度よりダンボールリサイクルが始まったため、令和元年度の実績値をもとにし

た）。算出方法を、表 13に示します。 

 

表 13 ごみ区分別排出量の算出方法 

記号 区分 単位 算出式等 

ａ 行政区域内人口 人 ＝推計値 

ｂ 事業所数 事業所 ＝推計値 

ｃ 

収
集
ご
み 

燃えるごみ 

ｔ/年 ＝ｉ－ｆ 

ｄ ｔ/日 ＝ｊ－ｇ 

ｅ ｇ/人・日 ＝ｃ÷ａ÷365 日(または 366 日) 

ｆ 

資源ごみ 

ｔ/年 ＝推計再生利用量－推計金属類（缶類除く）－推

計その他（小型家電等）－ｎ 

ｇ ｔ/日 ＝ｆ÷365 日(または 366 日) 

ｈ ｇ/人・日 ＝ｆ÷ａ÷365 日(または 366 日) 

ｉ 

計 

ｔ/年 ＝ｖ－ｔ 

ｊ ｔ/日 ＝ｗ－ｕ 

ｋ ｇ/人・日 ＝ｉ÷ａ÷365 日(または 366 日) 

ｌ 

直
搬
ご
み 

燃えるごみ 
ｔ/年 ＝ｔ－ｎ－ｐ－ｒ 

ｍ ｔ/日 ＝ｕ－ｏ－ｑ－ｓ 

ｎ 

資源ごみ 

ｔ/年 ＝（推計再生利用量－推計金属類（缶類除く）－

推計その他（小型家電等）） 

ｏ ｔ/日 ＝ｎ÷365 日(または 366 日) 

ｐ 
燃えないごみ 

ｔ/年 ＝(ｔ－ｎ)×4.2％（H29 実績割合） 

ｑ ｔ/日 ＝ｐ÷365 日(または 366 日) 

ｒ 
粗大ごみ 

ｔ/年 ＝(ｔ－ｎ)×20.3％（H29 実績割合） 

ｓ ｔ/日 ＝ｒ÷365 日(または 366 日) 

ｔ 
計 

ｔ/年 ＝ｖ×58.9％（H29 実績割合） 

ｕ ｔ/日 ＝ｔ÷365 日(または 366 日) 

ｖ 

排出量合計 

ｔ/年 ＝ａ×ｘ×365 日(または 366 日) 

ｗ ｔ/日 ＝ａ×ｘ 

ｘ ｇ/人・日 ＝推計値（現状対策時） 

ｙ  

家庭系ごみ 

ｔ/年 ＝ｖ－ａｂ 

ｚ  kg/人 ＝ｙ÷ａ 

ａａ  ｇ/人・日 ＝ｙ÷ａ÷365 日(または 366 日) 

ａｂ  
事業系ごみ 

ｔ/年 ＝ｖ×27.4％（H29 実績割合） 

ａｃ  ｔ/事業所 ＝ａｂ÷ｂ 
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5) ごみ処理内訳の推計 

ごみ区分別排出量の推計結果をもとに、どのように資源化、処理されるか算出を行いま

した。算出方法を、表 14に示します。 

 

表 14 ごみ処理内訳の算出方法 

記号 区分 算出式等 

ａ 焼却処理 ＝収集燃えるごみ＋直搬燃えるごみ 

ｂ 資源化 ＝ｃ＋ｄ＋ｅ＋ｆ＋ｇ＋ｈ＋ｉ＋ｊ＋ｋ  

ｃ  無色ガラス ＝推計値（原単位）×行政区域内人口 

ｄ  茶色ガラス ＝推計値（原単位）×行政区域内人口 

ｅ  その他ガラス ＝推計値（原単位）×行政区域内人口 

ｆ  ペットボトル ＝推計値（原単位）×行政区域内人口 

ｇ  スチール缶 ＝推計値（原単位）×行政区域内人口 

ｈ  アルミ缶 ＝推計値（原単位）×行政区域内人口 

ｉ  ダンボール ＝推計値（原単位）×行政区域内人口 

ｊ  金属類(缶類除く) ＝推計値（原単位）×行政区域内人口 

ｋ  その他(小型家電等) ＝推計値（原単位）×行政区域内人口 

ｌ 埋立処分[重量]※1 ＝ｍ＋ｎ＋ｏ 

ｍ  焼却残渣 ＝ａ×16.8％（H27～R1 実績割合の平均

値） 

ｎ  燃えないごみ※2 ＝(直搬燃えないごみ＋直搬粗大ごみ－

ｊ－ｋ)×17.0％(H29 実績割合)   

ｏ  粗大ごみ※2 ＝直搬燃えないごみ＋直搬粗大ごみ－ｊ

－ｋ －ｎ 

ｐ 埋立処分[容量]※1 ＝ｑ＋ｒ＋ｓ 

ｑ  焼却残渣 ＝ｍ×0.77 

ｒ  燃えないごみ※2 ＝ｎ×1.41 

s  粗大ごみ※2 ＝ｏ×1.41 

※1 覆土は含まない。 

※2 町内に最終処分場が完成するまでは保管。 
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体積換算係数は、焼却残渣と不燃ごみ、粗大ごみについては、「埋立処分場における浸

出液処理システム設計指針および解説（案） 研究委託 厚生省環境衛生局水道環境部環

境整備課 研究委託 （社）全国都市清掃会議」より、覆土については、土壌試験結果を

もとに表 15 のとおりとしました。 

 

表 15 体積換算係数 

区分 体積換算係数 

焼却残渣 0.77ｍ3/ｔ 

不燃ごみ・粗大ごみ 1.41ｍ3/ｔ 
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実績← →推計

単位 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

人 7,375 7,268 7,120 6,976 6,879 6,772 6,691 6,610 6,529 6,448 6,365 6,287 6,209 6,131

事業所 450 450 450 450 450 450 450 450 450 450 450 450 450 450

ｔ/年 1,001 986 999 1,086 942 928 917 907 898 884 873 862 854 841

ｔ/日 2.73 2.70 2.74 2.98 2.57 2.54 2.52 2.48 2.45 2.43 2.39 2.36 2.34 2.31

ｇ/人・日 370.84 371.68 384.41 426.51 374.15 375.44 375.48 375.94 375.79 375.61 375.77 375.64 375.80 375.81

ｔ/年 85 86 76 84 94 94 93 91 91 89 88 87 86 85

ｔ/日 0.23 0.24 0.21 0.23 0.26 0.26 0.25 0.25 0.25 0.24 0.24 0.24 0.23 0.23

ｇ/人・日 31.49 32.42 29.24 32.99 37.34 38.03 38.08 37.72 38.08 37.82 37.88 37.91 37.84 37.98

ｔ/年 1,086 1,072 1,075 1,170 1,036 1,022 1,010 998 989 973 961 949 940 926

ｔ/日 2.96 2.94 2.95 3.21 2.83 2.80 2.77 2.73 2.70 2.67 2.63 2.60 2.57 2.54

ｇ/人・日 402.33 404.10 413.65 459.50 411.48 413.47 413.56 413.65 413.87 413.42 413.65 413.55 413.64 413.80

ｔ/年 1,150 1,105 1,084 1,072 1,313 944 934 922 912 898 888 876 868 855

ｔ/日 3.14 3.03 2.97 2.94 3.59 2.58 2.55 2.53 2.50 2.46 2.44 2.40 2.37 2.34

ｔ/年 86 128 103 54 214 214 210 208 206 204 200 198 196 193

ｔ/日 0.23 0.35 0.28 0.15 0.58 0.59 0.58 0.57 0.56 0.56 0.55 0.54 0.54 0.53

ｔ/年 16 61 60 200 198 52 52 51 51 50 49 49 48 47

ｔ/日 0.04 0.17 0.16 0.55 0.54 0.14 0.14 0.14 0.14 0.14 0.13 0.13 0.13 0.13

ｔ/年 260 266 292 892 212 254 251 248 246 242 239 236 234 230

ｔ/日 0.71 0.73 0.80 2.44 0.58 0.70 0.69 0.68 0.67 0.66 0.65 0.65 0.64 0.63

ｔ/年 1,512 1,560 1,539 2,218 1,937 1,464 1,447 1,429 1,415 1,394 1,376 1,359 1,346 1,325

ｔ/日 4.12 4.28 4.21 6.08 5.29 4.01 3.96 3.92 3.87 3.82 3.77 3.72 3.68 3.63

ｔ/年 2,598 2,632 2,614 3,388 2,973 2,486 2,457 2,427 2,404 2,367 2,337 2,308 2,286 2,251

ｔ/日 7.08 7.22 7.16 9.29 8.12 6.81 6.73 6.65 6.57 6.49 6.40 6.32 6.25 6.17

ｇ/人・日 962.49 992.15 1,005.85 1,330.59 1,180.83 1,005.85 1,005.85 1,005.85 1,005.85 1,005.85 1,005.85 1,005.85 1,005.85 1,005.85

ｔ/年 1,801 1,831 1,898 2,669 2,190 1,805 1,784 1,762 1,746 1,719 1,697 1,676 1,660 1,634

kg/人 244.2 251.9 266.6 382.6 318.4 266.5 266.6 266.6 267.4 266.6 266.6 266.6 267.4 266.5

ｇ/人・日 667.2 690.2 730.3 1,048.2 869.8 730.2 730.5 730.3 730.7 730.4 730.5 730.4 730.5 730.2

ｔ/年 797 801 716 719 783 681 673 665 658 648 640 632 626 617

ｔ/事業所 1.77 1.78 1.59 1.60 1.74 1.51 1.50 1.48 1.46 1.44 1.42 1.40 1.39 1.37

計

直
搬
ご
み

表16　ごみ排出量の推計結果（現状対策時）

行政区域内人口

事業所数

収
集
ご
み

燃えるごみ　　　　①

資源ごみ※1　 　 　②

燃えるごみ　　　　③

資源ごみ　　　　　④

燃えないごみ　　　⑤

粗大ごみ　　　　　⑥

※1　H27実績値のみ、収集ごみ・燃えないごみ 4ｔを資源ごみに含めた。

計

排出量合計

家庭系ごみ

事業系ごみ
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実績← →推計

単位 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

ｔ/年 2,151 2,091 2,083 2,158 2,255 1,872 1,851 1,829 1,810 1,782 1,761 1,738 1,722 1,696

ｔ/日 5.87 5.73 5.71 5.92 6.16 5.12 5.07 5.01 4.95 4.89 4.83 4.76 4.71 4.65

ｔ/年 193 216 241 348 513 370 364 360 357 353 346 343 340 335

ｔ/日 0.46 0.59 0.49 0.38 0.84 0.92 0.91 0.89 0.89 0.88 0.88 0.87 0.86 0.85

ｔ/年 24 18 20 19 26 26 26 25 25 25 24 24 24 24

ｔ/日 0.07 0.05 0.06 0.05 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07

ｔ/年 50 39 40 34 29 28 28 27 27 27 26 26 26 25

ｔ/日 0.14 0.29 0.11 0.07 0.47 0.08 0.08 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07

ｔ/年 10 10 19 9 8 8 8 8 8 8 8 7 7 7

ｔ/日 0.03 0.03 0.05 0.03 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02

ｔ/年 26 30 32 23 40 39 38 38 37 37 36 36 36 35

ｔ/日 0.07 0.08 0.09 0.06 0.11 0.11 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10

ｔ/年 37 30 37 31 30 30 29 29 29 28 28 28 27 27

ｔ/日 0.10 0.08 0.10 0.09 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08 0.07 0.07

ｔ/年 26 25 28 23 23 23 22 22 22 22 21 21 21 21

ｔ/日 0.07 0.07 0.08 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06

ｔ/年 0 0 0 0 157 154 152 150 149 146 145 143 141 139

ｔ/日 0.00 0.00 0.00 0.00 0.43 0.42 0.42 0.41 0.41 0.40 0.40 0.39 0.39 0.38

ｔ/年 0 41 33 177 169 32 31 31 31 30 30 29 29 29

ｔ/日 0.00 0.11 0.09 0.48 0.46 0.09 0.09 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08

ｔ/年 20 24 31 31 31 31 30 30 30 29 29 28 28 28

ｔ/日 0.05 0.06 0.08 0.08 0.09 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08

ｔ/年 363 328 382 395 335 558 552 545 541 532 525 519 514 506

ｔ/日 0.99 0.90 1.05 1.08 0.92 1.52 1.51 1.49 1.48 1.46 1.44 1.43 1.40 1.38

ｔ/年 363 328 382 395 335 315 311 307 304 299 296 292 289 285

ｔ/日 0.99 0.90 1.05 1.08 0.92 0.86 0.85 0.84 0.83 0.82 0.81 0.80 0.79 0.78

ｔ/年 0 0 0 0 0 41 41 40 40 40 39 39 38 37

ｔ/日 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.11 0.10 0.10

ｔ/年 0 0 0 0 0 202 200 198 197 193 190 189 187 183

ｔ/日 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.55 0.55 0.54 0.54 0.53 0.52 0.52 0.51 0.50

ｍ3/年 280 253 294 304 258 585 580 572 568 558 552 545 540 530

ｍ3/日 0.76 0.69 0.81 0.83 0.71 1.60 1.59 1.57 1.56 1.54 1.51 1.51 1.47 1.45

ｍ3/年 280 253 294 304 258 242 239 236 234 230 228 225 223 219

ｍ3/日 0.76 0.69 0.81 0.83 0.71 0.66 0.65 0.65 0.64 0.63 0.62 0.62 0.61 0.60

ｍ3/年 0 0 0 0 0 58 58 57 57 56 55 54 54 53

ｍ3/日 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.16 0.16 0.16 0.16 0.16 0.16 0.16 0.14 0.14

ｍ3/年 0 0 0 0 0 285 283 279 277 272 269 266 263 258

ｍ3/日 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.78 0.78 0.76 0.76 0.75 0.73 0.73 0.72 0.71

ダンボール

アルミ

金属類（缶類除く）

焼却処理　　　　　①＋③

表17　ごみ処理内訳の推計結果（現状対策時）

焼却残渣
【焼却量の16.8％】(5年平均)

燃えないごみ※2

粗大ごみ※2

資源化　　　　　　

無色ガラス

茶色ガラス

その他ガラス

ペットボトル

スチール

埋立処分［容量］※1

焼却残渣

［0.77ｍ3/ｔ］

直搬燃えないごみ※2

［1.41ｍ3/ｔ］
直搬粗大ごみ※2

［1.41ｍ3/ｔ］

その他（小型家電等）

埋立処分［重量］※1
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4.下水道人口の推計 

1) 下水道人口の推計方法 

  推計方法は、1. 2) に示す 実績推移に基づいた推計を行いました。 

  各種推計式による推計結果を次ページに示します。 

面的整備の計画がないこと及び人口減少が進むと予測されていることから、指数推計                

式のように増加率が大きくなることは考えにくいため、大幅な減少となる二次推計式と

ともに除外した平均値を採用値としました。 

 

 

表 18 推計下水道人口(採用値) 

項目 (年度) 
2020 2021 2022 2023 2024 

R2 R3 R4 R5 R6 

下水道人口 (人) 1,988 2,035 2,081 2,127 2,172 

 

項目 (年度) 
2025 2026 2027 2028  

R7 R8 R9 R10  

下水道人口 (人) 2,217 2,262 2,305 2,349  
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表 19 各種推計式による推計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 各種推計式による推計結果 

 

①　一次 ②　指数 ③べき乗 ④　対数 ⑤　二次 平均※ 採用値

27 1,740 － － － － － － 1,740
28 1,821 － － － － － － 1,821
29 1,866 － － － － － － 1,866

30 1,910 － － － － － － 1,910

1 1,941 － － － － － － 1,941

2 － 1,990 1,993 1,989 1,986 1,954 1,988 1,988

3 － 2,039 2,047 2,037 2,030 1,953 2,035 2,035
4 － 2,087 2,102 2,085 2,072 1,937 2,081 2,081
5 － 2,136 2,159 2,132 2,113 1,907 2,127 2,127
6 － 2,185 2,218 2,179 2,153 1,862 2,172 2,172

7 － 2,234 2,277 2,226 2,192 1,803 2,217 2,217
8 － 2,282 2,339 2,272 2,230 1,729 2,262 2,262
9 － 2,331 2,402 2,318 2,267 1,641 2,305 2,305
10 － 2,380 2,467 2,364 2,302 1,538 2,349 2,349
11 － 2,429 2,533 2,410 2,337 1,422 2,392 2,392
12 － 2,478 2,602 2,455 2,372 1,290 2,435 2,435
13 － 2,526 2,672 2,501 2,405 1,144 2,477 2,477
14 － 2,575 2,744 2,545 2,438 984 2,519 2,519
15 － 2,624 2,818 2,590 2,469 809 2,561 2,561

※指数、二次の算出値を除いた平均

④　対数 Ｙ＝ａ×ln（Ｘ）＋ｂ 1,393.76525 -2,838.95817 －

⑤　二次 Ｙ＝ａＸ
2
＋ｂＸ＋ｃ -7.23198 468.85358 -5,644.35255

②　指数 Ｙ＝ａ×exp(ｂＸ) 865.92961 0.02618 －

③べき乗 Ｙ＝ａＸｂ 143.97478 0.75866 －

458.74036 －

推計式 基本式 ａ ｂ ｃ

平
成

令
和

①　一次 Ｙ＝ａＸ＋ｂ 48.03751

年度 実績
推計式
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